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小平桂一氏ロングインタビュー 
第4回：東京天文台助手時代
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小平桂一氏インタビューの第4回です．小平氏はドイツで学位取得後，帰国して東京天文台の助
手に着任します．そして岡山天体物理観測所の開所に伴って設置された恒星分類部に配属され，当
時世界でも有数の望遠鏡であった188 cm望遠鏡を使って恒星の観測的研究を行います．日本で初
めての大型望遠鏡を使いこなせる人はまだあまりいませんでしたが，不完全ながらも共同利用体制
を持ち本格的な観測研究が日本で始まっていきます．日本が徐々に世界の第一線に近づいていくこ
の時期について，詳しく聞いていきます．

●帰国

高橋：前回はドイツ留学時代について話していた
だきました．キール大学で学位を取って，しばら
くして日本に帰ってくるわけですね．
小平：はい，以前話したように僕はウンゼルト先
生からあと1年くらいいろって言われてそのつも
りでいたんです．学位を取ったのは1964年で，
その8月だと思うんですけど，ハンブルグで国際
天文学連合の総会があったんですね．それでキー
ルから電車で1時間くらいですから，僕はもちろ
ん会員でもないし登録もしてなかったんだけど，
見に行ったんですよ．その当時の総会は1週間く
らいだったんですけど，行ったときは1週間の終
わり近くだったんです．それで自分は学生だって
言ったら来なかった人の名札かなんかをくれたん
ですね（笑）．それで会場に入って眺めてて，右
も左もわかんない．たまげてたらね，「君は小平
君じゃないか」って，東大から来てる先生に見つ
かっちゃったんです．そしたらなんか小平がいる
小平がいるって言って，2, 3人日本から来てる先
生が寄ってきて「今何してるの？」って．それが

8月だったものですからね，Zeitschri� für Astro-
physikに出した論文はもうみんな知ってるんです
よ．まあ当時Zeitschri� für Astrophysikってい
うのはその分野では結構な，今のApJと並ぶくら
いの力がありましたから，もちろん日本の研究所
ではみんな取ってて，読んで知ってて，その話を
いろいろ根掘り葉掘り聞かれて．
高橋：がんばってるなと．
小平：うん，それで日本に帰ってこないかってい
うわけですよ．今なら助手のポストがまだ1個あ
るっていうんですね．それはね，1957年に国際
地球観測年っていうのがあって，みんな衛星上げ
たり色々したんです．それから僕がドイツへ行っ
た 1961年にはガガーリンの最初の有人飛行が
あって，その流れで宇宙科学ってのが割合脚光を
浴びるようになったんですね．それで東大でもポ
ストがいくつか採れたんですが，当時まあ鎖国に
近い状態でいたもんですからなかなか適当な人材
が少ないっていう状態で，埋めていったその最後
の1個が残ってたらしいんですね．それで戻って
こいっていうわけですよ．そのかわり，「これか
らすぐに審査するから今年中に戻ってこなかった
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らダメだよ」って言われて，それが8月の終わり
頃だったんです（笑）．結局まあドイツにいても
その後どうなるか，やっぱりドイツ語もペラペラ
ではなかったし職があるかどうかもわかんないわ
けですが，戻ってくれば東京大学東京天文台の助
手というのが1個残ってる．まあ家内もいて赤ん
坊も生まれるけれども，ともかく天文学でちゃん
としたポストがもらえると．そのときは日本の給
料がそんなに安いなんてことは全然考えてないか
ら，ドイツの学位を取った人の大学のアシスタン
トポストを想像してたからね．それで定職につけ
るんだったら悪くないと思って，「じゃあお願い
します」って言って．まあそれは会議の場だから
ちょっと立ち話でだらだらっとして，先生方も日
本に帰られちゃった．当時のことだからインター
ネットのやり取りなんかないわけですよね．電話
をかけるわけにもいかないし，航空便の手紙のや
り取りなわけですよね．で，12月1日までに戻っ
てくれば確保しておくというような内容なので，
9月ごろになってすぐに次の日本に行くフランス
船，来たときと逆向きの船を予約して．
高橋： その IAUで会った先生ってのはどなたな
んですか？
小平： 3人くらいいらしたと思うんだけど，覚え
てるのは末元善三郎さんが若い方の先生でいたん
じゃないかなあ．その「帰ってこないのか」って
おっしゃったのは末元先生だったんですね．あと
は東京天文台長をやった古畑正秋さんがいたん
じゃないかと思います．
高橋： その当時，日本からはあんまりたくさん
IAU総会に行けなかったわけですね．
小平：行けなかったですね．やっぱり外貨がない
わけですから，日本学術会議で割り当てをもらわ
ないと．だから天文学研究連絡委員会みたいな学
術会議の下部組織で座長をやってるとかね，それ
からちゃんと何々の会議に日本国を代表して参加
しますとか，そういうお墨付きがないと．私費だ
とやっぱり外貨に替えるのが大変だったんじゃな

いですか，その頃はね．僕の場合にはドイツに行
くときは自分のお金でいかなくちゃいけなかった
んで，アルバイトして稼いで．船賃は 11万円
だったかな．1カ月船で飲み食いして寝起きして
るわけですからね，それ込みで一番安いやつが
11万円だったんですよ．当時の飛行機はそれの
倍以上かかったから，僕にはもう飛行機はとても
手が出ないんで，アルバイトをものすごくやって
お金を貯めた．で，帰るときにはドイツ学術交流
会が帰りの船賃を出しましょうって言ってくれ
て，それはまあ3年もドイツにいて学位も取れた
からっていうことだったと思うんですけどね．そ
れで帰ってきて，12月1日に三鷹に出頭しまして
（笑）．
高橋：当時，ポスドクっていうのは一般的だった
んですか？
小平： いや，ポスドクって名前はなかったです
よ．無給研究員，だいたい研究員っていうのは無
給なんですよね．僕らの頃はまだ天文学教室が麻
布にあって，木造のバラックみたいな建物の中の
なんか宿直室まがいの所に研究員が寝泊まりして
ましたよね．その1人は堀源一郎さん．なんか薄
暗い穴倉みたいなところにベッドがあって，僕が
朝早く行くと七輪で火を起こして朝ごはん作って
たりして住み込んでましたよね（笑）．
高橋：無給でやってたわけですか．じゃあその頃
すでにオーバードクターみたいなのが結構いたっ
てことですね．
小平：いたと思います．それとみなさん女学校の
英語の先生なんかを副業にやったりしていまし
た．名だたる先生方でも，寿岳（潤）さんや京都
の小暮（智一）さんなんかも学校の先生をやって
た時代がありますよね．それがまあ普通で，東京
天文台の場合には暦の計算とか報時とかそういう
現業があった事業所だったんで多少違ったでしょ
うけど，ほかの大学にいて天文学をやるっていう
のはまあ趣味で，英語を教えるか数学を教えるか
物理を教えるか，そんなことをやりながら天文学
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をやるっていうスタイルだったようですね．
高橋：じゃあ小平さんが学位を取って半年で助手
のポストに就いたっていうのは，その当時でも結
構早いと．
小平： それはねえ，やっぱり早いんじゃないで
しょうか．1960年に岡山に天体物理観測所がで
きたわけですよね．国家政策としてはその前に乗
鞍のコロナグラフができて，その次が岡山だった
んでしょう．それでちょうどすばるをやったとき
と同じように新しいポストがついて，寿岳さんを
アメリカから呼び戻した．日本の大学院を出ても
全然使えないんですよね．スペクトル乾板ってい
うのをちゃんと見たこともないし，測る装置もな
いし，ソフトウェアもない．だからその頃はパタ
パタってついたポストを埋めてる状態のときで，
たぶんタイミングがよかった．僕がドイツに出か
けるときはまだ学生だから日本で188 cmの望遠
鏡を作るという話を耳にしたことはなかったです
し，そういうポストがあるということも全然予期
してなかった．だから日本に戻ったらどういう天
文学の将来が待ってるかっていうのは想像できま
せんでしたね．ただただ定職に就けて天文学がで
きるっていうだけで．
高橋：当時日本では小平さんみたいに一流の国際
誌に論文を出したりスペクトルの解析ができたり
する人がいなかったわけですね．
小平：そんなに多くなかったんじゃないでしょう
かね．僕がキールにいたころに難波（収）さんっ
ていうオランダのユトレヒトで長く仕事をした人
がやっぱりヨーロッパにいました．それから松島
（訓）さんっていう方がアメリカの大学で学位を
取られて向こうで仕事をしてました．そういう人
にたぶん声をかけて戻ってきてもらうような動き
はしてたんだと思いますが，たぶん日本に帰ると
給料がべらぼうに安いっていうことがわかってて
戻らなかった人もいるでしょう．僕なんか全然わ
からなかったから，ひとつ返事で乗ったんですけ
ど（笑）．

●東京天文台の助手になる

高橋：じゃあ12月に日本に戻ってきて三鷹の東
京天文台に勤務をするわけですね．
小平： 三鷹勤務だっていうんで三鷹へ行きまし
た．今の生協の食堂があるあたりに台長官舎って
いう台長さんが住む大きな日本式の平屋が当時
あって，その中が事務室になってたんですよね．
本館なんてもちろんない時代で，木造の建物が散
在してるような状態だったんです．そこに行って
事務の人にこういうもんですって言って，「ドイ
ツで学位を取ってきてて一生懸命仕事しますから
給料よくしといてください」って言ったら笑われ
て（笑）．「あんたは公務員だから仕事を一生懸命
してもしなくても給料は決まってる」って．その
うえ，「ドイツの学位は今のところ日本の国立大
学の給与換算では認めないことになってます．東
大の学位を取り直しなさい」とか言われて．それ
でふつうのほかの仕事をしながら3年くらいかけ
てまとめたんですけど．
高橋：着任した時の台長はどなたですか？
小平： 広瀬（秀雄）さんですね．広瀬さんはね
え，前に話したように子供の頃「川崎坊や」とし
て天文台に出入りしてた頃に，下保（茂）さんと
か冨田（弘一郎）さんとかがいた天体捜索部って
いってたところの部長さんだったんですね．だか
ら面識はあったんですけど．
高橋：それで着任してどこかの部局に所属するわ
けですか？
小平： それはね，恒星分類部っていうところで
す．その当時の東京天文台のストラクチャーはよ
くわかりませんけど，大きく言うと力学系で太陽
系天体をやったりしてる広瀬先生や古在先生の天
体捜索部だとか，暦とか実務を担当してるグルー
プ，それから新しく起こって森本さんあたりがガ
キ大将になってるような電波のグループがありま
した．それと太陽をやってるグループがいまし
た．太陽は物理屋さんなんでね，なんか折り合い
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があんまりよくなかったですよ．太陽物理屋って
時刻を決めるわけでもなし，暦を計算するわけで
もなし，仕事は何にもしないで太陽ばっかり眺め
てるみたいな（笑）．それで新しく岡山に望遠鏡
ができたんで，恒星関係の部局ができて，その1
つが恒星分類部っていったんですよ．物理じゃな
くて恒星分類なんですよ．タクソノミーっていう
か．
高橋：じゃあ岡山に関連したような研究をすると
いうことですか？
小平：そうです．恒星分類部は岡山の面倒を見る
ような部だったんですね．
高橋：岡山で観測したものを解析するとかそうい
うことですか？
小平： うーん，まあそうですね．研究もそうだ
し，あと岡山をメンテしないといけないわけで
す．日本ではこれまでに経験のない大きな装置で
すしね．去年あたり（2018年），天文月報で「岡
山天体物理観測所特集」っていうのが出ましたよ
ね．あれを読むとわかるように，当時の意気込
みっていうのは相当だったですね．あれはグラ
ブ・パーソンズが作ったんですけど，世界ではパ
ロマーの200インチがあって，マウントウィルソ
ンの100インチがあって，それからいくつかあっ
て岡山はサイズで6番目くらいだったんです．グ
ラブ・パーソンズが作って世界中に何台かあるう
ちの1台だったんですが，日本としてはやっぱり
画期的な観測所だったんですね．それでね，その
とき初めて共同で使えるっていう制度を導入した
んです．プログラム委員会を東大で開いて，そこ
に京都とか東北とかの先生が見えて議論して，ま
あ時間を分け与えるんですけど，ただ観測に行く
経費とか何かは全部その大学持ちなんですよね．
今の国立天文台だとそういうのはもちろん出せる
んですけど．その委員会を恒星分類部の人たちが
世話して，プログラムに分けたりですね，そんな
ことをしてましたね．
高橋：じゃあ結構そういう管理運営みたいなこと

をされていたと．
小平：そうです．それから望遠鏡はまあグラブ・
パーソンズが納めたんですけど，観測装置はやっ
ぱりいろいろ日本で作ってたんですね．買ったの
もありますけど，買ったのをちゃんと使えるよう
にしなくちゃいけないとか．それから天体用乾板
を富士フイルムに特注してたのかな，低照度乾
板っていう，要するにうんと弱い光で長時間当て
て感光させるような乾板ですね．そういう観測所
運営の技術的なケアが結構必要で，そういうもの
に助手の人が当てがわれてみんなやっていまし
た．僕はドイツから戻ってきたっていう立場も
あって，みんなが取りためてた乾板をいじらせて
もらってそこから成果を引き出す仕事をやりまし
たけど．それ以外には分光器の，インテンシティ
スポットっていうのかな，分光器の乾板の黒さと
当たった光の強さをキャリブレーションする方法
があるんですが，写真乾板にそのスポットを焼き
付ける装置作りを日本光学へ通ってやりました．
高橋：装置をいじったりとかいう経験はそれまで
あったんですか？
小平：いや，なかったです．ドイツでは全く装置
はいじってないですから．観測もしてない，全く
理論物理ですよね．
高橋： じゃあ帰ってきてそういうのをいきなり
やったわけですね．
小平：いきなりっていうかまあやっぱり習いなが
らやったんでしょうねえ．ほかの助手の人たちも
まあそういう機械が得意な人もいましたけど，別
に工学部へ行ったわけではなくて，天文学科の出
身者ばっかりですからね．みんな自分で勉強して
手探りでやってたし，天文台にも機械工作の装置
や実験室なんてなんにもなかったですよ．
それで僕は後になって恒星分類部から分光部っ
ていうのに配置替えになったんですが，そこは唯
一天文台の中で実験室を持ってましてね．そこで
はロケット搭載用の紫外分光器を開発するみたい
な仕事をやってたんです．僕なんかは助手でよく
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わからなかったけど，そのころ宇宙研（東京大学
宇宙航空研究所）っていうのができたんですよ．
で，宇宙って名前を向こうに取られてしまって，
天文台と宇宙研っていうと，なんか宇宙研の方が
幅が広いように思われて．それで宇宙研はスペー
ス関係をやってたわけですけれど，それをねえ，
末元先生とか要するに台長周辺が宇宙研に乗っ取
られないようにってことだと思うんですけど，天
文関係でもスペースに乗り出さないといかんと．
それで僕はその分光部ってところにまわされてス
ペースをやることになって，だけど岡山通いはま
た別にやってるんですよ．
高橋：そういうこともされてたんですね．
小平：要するに人間がそんなにたくさんいるわけ
じゃないし，岡山もお天気が今一つですからね，
1週間張り付いてても本当にいい夜って2晩とか
あればいい方でね．それをやりながら成層圏気
球，バルーンで30 cmくらいの望遠鏡を成層圏に
上げて，紫外線とか赤外線の観測をやるとかいう
のをねえ，助手の頃に関わり出したけど実際にか
なりやったのはその後東大に配属替えになってか
らかな．でも天文台にいるときからなんかやれっ
て言われましたね．
高橋： 恒星分類部の部長はどなただったんです
か？
小平：最初は大沢（清輝）先生だったように思い
ます．大沢さんが教授で助教授が山下泰正さんで
したね．で，その下に寿岳さん，助手として西村
（史朗）さん，近藤（雅之）さん，成相（恭二）
さんとか4, 5人いましたね．
高橋：じゃあ，結構大きなグループだったんです
ね．
小平：うん，それはもう岡山ができたためにでき
た部ですから．
高橋：学生はいたんですか？
小平： 取れないんです，当時は取れませんでし
た．だから本郷の先生は学生が取れて，天文台の
先生も本郷と併任にはなってたんですけど，併任

というだけで学生は取れないんです．天文台の先
生はときどき専門のことを大学院特別講義なんか
で講義させてもらえることはありましたけど，そ
れは本郷の先生が決めるんで，天文台の先生はま
あ協力者ですよね．
高橋：じゃあ天文台には学生は全然出入りしてな
かったわけですね．
小平：うーん，見かけなかったですね．まあそも
そもその当時は天文に学生自体そんなに多くな
かったわけですよ．修士から博士まで5年間合わ
せてもどうでしょう，10人とか，各学年に2人ず
つとか1人とか．要するに僕は幸運にも就職でき
たけれど，普通はまあ就職はできないと思わなく
ちゃいけなかったですからね．
高橋：ほかの部とは何か付き合いはあったんです
か？
小平： 恒星分類部としては太陽と一緒にゼミを
やってましたね．ゼミっていっても学生はおりま
せんでしたから，要するに助手クラスと助教授，
それから教授は時間があれば出るっていうので，
まあいつも出てるのは10人くらいかしらね．岡山
に観測に行ってる人とか，乗鞍（コロナ観測所）
に行ってる人とか，両方ともいろいろいますから．
高橋：それは外国の文献を読むとか，そういうこ
とですか？
小平：そうですね．それとか自分が今やってる研
究の中間報告みたいなものとか．順番が決まって
て，僕にまわってくると最初のときはドイツでし
た研究の話をして，その次に回ってきたときに
は，黒点の磁場を測る装置の案みたいなものを話
したりしましたね．
高橋： 太陽グループにはどういう方がいらっ
しゃったんですか？
小平： 太陽はねえ，ええと守山（史生）さんと
か，乗鞍観測所におられた日江井（榮二郎）さ
ん，それから牧田（貢）さん，あとは乗鞍観測所
を運営するための技官の人はかなりいましたね．
三鷹の構内にも太陽の観測施設があって，塔望遠
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鏡も動いてましたしね，太陽はかなり大きな部門
でした．それで乗鞍観測所は特に冬の間は交通が
閉ざされてしまうので，何か月間かは山籠もりを
するっていう習慣になってて，それが結構厳しい
んですよね．僕が台長の時にそれをやめさせて
（笑），冬の間閉鎖して春になったらヘリコプター
で行って再開するように近代化しちゃいましたけ
ど．やっぱり山籠もりは大変なんだけどそれがま
あ楽しみという技官の人も多くてだいぶ反対され
ましたね（笑）．

●日本での生活の立ち上げ

高橋：ドイツから帰ってきて，奥様がドイツ人で
赤ちゃんもお生まれになってということで，日本
で生活を立ち上げるっていうのは大変じゃなかっ
たですか？
小平：それはもうやっぱりねえ，来てみたら給料
はドイツの助手のレベルの半分くらいだし．
高橋：日本の助手の給料はおいくらだったんです
か？
小平：ええとねえ，月給が手取り31000円かなん
かだったと思いますね．ドイツにいるときには奨
学金がドイツの郵便局に振り込まれたんですけ
ど，確かねえ，600マルクとか……, ざっという
と日本の助手の倍ぐらいの感じ．日本に来たら，
赤ん坊は生まれたし，それからおふくろが住んで
た杉並の平屋に外階段で上がれる小さな2階を付
け足したんですけど，そのために友達に借金をし
て返しながらですからねえ，まあ結構大変でした
ね，最初は．
高橋：じゃあ助手になってもそんなに生活はらく
じゃないわけですね．そのころは，日本は高度経
済成長のころですよね．日本が豊かになっていく
という実感はありました？
小平：それはねえ，ドイツに行く前は東京中砂利
道だったのが帰ってきてみたらオリンピックが
あって，都心の辺は高速道路があって，新幹線も
もう走ってたかな，オリンピックの後ですから

ね．で，アスファルトの道が増えてきてたんだけ
ど，その杉並あたりはまだ砂利道で，周りは畑
ばっかりでしたね．2階から東の方を見ると新宿
まで見渡せて，反対側を見ると武蔵野をずうっと
見渡せて富士山が見えたりしてですね，高層ビル
とかってものはまだなかったですね．だからまあ
日本がオリンピックをやれた，それから少し後に
なって今度はキャルテクから帰ってきたころには
大阪万博があったりして，日本でもそういう世界
的な行事を引き受けてやれたっていう時代ですか
ら．まあ日本の国としてはね，国民全部が豊かか
どうかは知りませんけど，全体としてはそういう
世界的な役割が負える国になってきた時代では
あったですね．
高橋：そのころたぶんテレビが普及したとか，そ
ういう時期ですよね．
小平：うちではしばらくはテレビはなかったです
ね．まだ電気釜もなくて，いわゆるお釜でご飯を
炊いてましたし，電気洗濯機は買ったような気が
するなあ．家内が買ってくれ買ってくれっていう
から買ったりしましたけれど，一番困ったのはド
イツの家ってしっかり煉瓦でできてて，断熱性が
いいんですよね．ところが日本の家ってなんか隙
間風が至る所から入ってくるようで，冬寒くて，
赤ん坊もいるし，暖房が一番困りましたね．それ
でドイツ製の温風暖房機を買ったりして，ええ．
夏は逆に湿っぽいですからね，家内が湿気に慣れ
ないもんですから，そのための余分な出費みたい
なのが結構あったりして．ともかく最初は必死
で，自分たちの食事なんか本当に卵かけご飯にほ
うれん草の茹でたのとかっていうのが典型的な日
常の食事だったし，テレビなんかはやっぱり買う
余裕はなくて．子供のためのベビーチェアを買う
のにだいぶ貯金した覚えがありますね．
高橋：じゃあ最初の頃はだいぶ苦労されて．
小平：苦労しました．で，天文台に就職して3年
目になってからね，作行会っていうところから月
に月給の半分くらいの研究者奨励金を受けて，そ
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れは研究費じゃなくて何に使ってもよかったん
で，右から左に借金の返済に回したような気がし
ますね．そのうち家内も働き出して，それだけま
あ家計は楽になって助かりましたね．

●岡山通い

高橋：では研究の話に戻りますが，岡山には結構
な頻度で通われたんですか？
小平：そうですね．だから共同利用っていうのは
名ばかりで，東大の望遠鏡だったわけでね．でも
こういうテーマでやったらどうかっていう下地が
日本にはあまりなかったんですよね．太陽クー
デっていう太陽の観測ができる望遠鏡もありまし
たけど，188 cmは星の専用の望遠鏡で，しかも
それを使うだけじゃダメで取れたデータをこなさ
ないといけないわけです．だから藤田（良雄）先
生の低温星のグループ，辻隆さんとか上條（文
夫）さんとかね，今それは赤外に行ってますけ
ど．それと大沢先生の特異星の発見の流れで，早
期型特異星をやるグループとか，ほとんど人が限
られてるわけです．それでほかの大学からも来る
けれども，旅費とか全部自分たちで出さないとい
けないんでそんなにみなさん潤沢ってわけじゃな
いわけですよね．だからまあ東京天文台の助手が
交代で時間をもらって観測に行くようなことをし
ていました（写真）．
高橋：観測時間は一応公募をするわけですよね．
小平： 公募，一応します．みんな申請書を書い
て，こういう観測のために年間これくらい欲しい
と．で，星ですからシーズンがあるわけでね．梅
雨の時期なんかもらうと悲劇なわけで，たいがい
梅雨のときは反射鏡のメッキのし直しとかメンテ
ナンスをやってましたけど．まあ申請書を書いて
出して，それでその委員会で一応アプルーブし
て，あとはその恒星分類部の助教授クラスの方が
鉛筆なめなめ割り当てるわけですよ．観測装置の
取り換え，交換がなるべく少ないようにとか．
高橋：やっぱり観測するのは東大の人が多かった

んですか？
小平：やっぱりそうですね．東大の人が多かった
ですね．
高橋：観測する人が自分でいろいろ操作をしなく
てはいけないんですか？
小平：ええとね，岡山の所長さんってのはたいが
い三鷹にいる先生なんですね．岡山には岡山付き
の職員っていうのがいて，現地の対処を石田五郎
さんっていう方がやってて，その下に清水実さん
とか西村史朗さんとか上級の技官的な人たちが2
人くらいいた．その下にだいたいが高専卒くらい
の人が，大学を出た人もいたと思いますが，5人
くらいいましたね．そういう人達が乾板を管理す
る．乾板と現像液，定着液とか，そういう暗室関
係を管理する人，それから望遠鏡を駆動するため
の電気系を面倒見る人とか，まあそれぞれ受け持
ちが決まっていて，行くとそういう人達が対応し
てくれるわけです．
高橋：管理する人がたくさんいたんですね．それ

初めて観測に行った1965年頃，岡山天体物理観測所
188 cm望遠鏡ドームを背景に（小平氏より提供）．
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で小平さんはよく観測に行っていたわけですか．
小平：最初は新幹線がなくて夜行しかなかったで
すからね．東京天文台の人たちは夜8時ごろに東
京駅を出る瀬戸とかいう夜行急行に乗っていく
と，朝6時ごろに岡山に着くんですよね．そこか
ら山の上の観測所にバスとかなんかで乗り継いで
行くと着くのがやっぱり10時くらいになっちゃ
うんですかねえ．10時ごろに着いて，夜の観測
の打ち合わせとかちょっとやって，お昼を食べて
昼寝をして3時か4時ごろになったらドームに
行って．普通の乾板だとなかなか感度がよくない
んで，増感っていうのをやるんですよね．ちょっ
と温度を上げた箱の中に入れておいて乾板を焼い
て感度を上げるとか，そういう前準備をやって，
それで夕食を食べて夜の観測に入る．普通の日は
明け方5時過ぎに撮った乾板を現像して，外して
乾かす乾燥暗室に入れて，でまあ寝て，10時か
11頃には起きてそれでまた繰り返すっていうサ
イクルでね．最後の日は5時ごろに終わって乾板
を乾燥室に入れて，ログブックを全部書いて，そ
れで一眠りしてお昼ごろに起きて乾板を全部整理
して袋に詰めて，借り出し帯出表っていうのに
「この乾板借り出します」っていうのを書きます．
それで1時か2時頃に山を下りて，4時ごろにな
ると倉敷か岡山に出て，で映画を1本くらい観て，
夜の8時ごろの夜行にまた乗って帰る．
高橋：結構楽しそうな感じで（笑）．
小平：でも新幹線ができてからは，もう東京から
でも朝早く起きて新幹線に乗って岡山まで行っ
て，山陽線に乗り換えてそれで山の上に上がると
午後3時とか4時ごろになるわけですよね．
高橋：朝出ればその日のうちに着いてしまうわけ
ですか．
小平：東京を8時だか9時に出ればね．それから
打ち合わせをして夕飯を食べて準備にかかって，
そのまま徹夜ですよ．だから新幹線ができたら初
日がえらくきつくなって．そういう旅費は公費で
出るわけですから，余裕をもって1日先に行くと

かいうのはなかなかできないですね．帰る日も朝
まで観測して乾板乾かして，いろいろ書いてって
いうのをやってるとまあ10時近くになって，そ
れで山を下りてお昼過ぎの新幹線に乗って夜東京
着っていう．帰る日も相当厳しい．それがあるん
で次の日の午前中は勤務を免除されるのかな，な
んかそんなですよ（笑）．だから初めはね，割合
岡山通いって優雅だったんですけれども，新幹線
が走る頃になると結構体力的にも厳しくて，なか
なか大変だったのを覚えてますね．
高橋：乾板っていうのは自分で持っていくんです
か？
小平：乾板はね，観測所で用意するんです．だけ
どほかの大学はそれも払ってたんじゃないかな
あ．だって東京大学の予算で買った品物ですか
ら．だから全然共同利用じゃない．ただ望遠鏡時
間だけは使わせてあげますと．メンテ経費を回収
するっていうようなのはまあしなかったですけど

ね．だけど使う消耗品のお金は全部取ってたと思
いますよ．僕はそういうのに全然タッチしません
でしたけど，僕よりちょっと上の助手の人たちが
そういうのをやってたと思いますね．
高橋：天体の位置を合わせるとか，望遠鏡の操作
は誰がやるんですか？
小平：それは自分でやります．緯度・経度の針が
まわるのがあって，例えば赤経ボタンを押してる
と望遠鏡は動くわけで，針を見ながらその位置に
一回合わせるでしょ．それで赤緯もやるんだけど
赤道儀ですからね，変にやるとぶつけたりするわ
けで，よく望遠鏡を見ながらやる．床と望遠鏡の
間をよく見ながら作業しないとダメなんです．そ
のときには技官の人がそばでついててくれますけ
どね，でも何回かはぶつかった例があったです
ね．そうするともう大変なんですよね．だから星
の位置に望遠鏡を向けるっていうのと，それから
その天体の確認は観測提案者本人がやらないとい
けないんですよ．だから事前にチャートを作って
おくわけですよ．周りの星がこんなになっててっ

シリーズ：天文学者たちの昭和



 天文月報　2022年 2月130

ていう．それでその星表を見て確認するわけです
けれど，当時はパロマーアトラスがまだ使えませ
んでしたから，ボン大学のボン星表っていうのが
一番使われていました．それでも13等くらいま
でしか載ってないのかな，でもまあ 188 cmの
フィールドでそこまで見えればよかったんです．
高橋：星表を見ながら自分が見たいところを確か
に見ているということを確認するわけですね．
小平：拡大コピーを作っていくわけですね．視野
はそんなに広くないんですよ，焦点距離の長い望
遠鏡ですからね．ですから周りの星との赤経赤緯
の差を計算しておいて，赤緯をこれだけ動かすと
こういう星が中心にくるはずだっていうんで，周
りの3つ4つの星を視野に入れればそれでまあ間
違いないだろうと．だけどスペクトルを取ってみ
たら全然ダメだったっていう例もありますけども
ね．
それからそのオブジェクトを観測できたとし
て，今度は観測器が色々あるわけですね．私なん
かは大きな分光器を使ってたんですけど，例えば
分光器のスリットの幅をいくつにするかって．こ
れを狭くするとシャープになるんですけれど，使
える光は少なくなっちゃうわけですね．で，甘く
すると使える光は多いんだけど，スペクトル線の
線幅が広がってしまうっていう問題があって，ま
あその辺の兼ね合いは観測者が決めないといけな
い．それから分光器の中にカメラがいくつかあっ
てですね，分散度を上げようとすれば長焦点のカ
メラだし，分散度を小さくして明るくしたければ
短焦点のカメラを選ぶとか，そのへんのチョイス
も分光器のパラメータ設定も自分でやらないとい
けない．
高橋：そのへんは観測のストラテジーですね．
小平：あとは乾板ホルダーに乾板を装填しないと
いけないわけですね．暗室の中でキャビネの乾板
をホルダーのサイズに切って黒い暗袋に入れて，
分光器室に持っていって暗闇の中でそれを装填し
てっていうようなのは観測者がやる．それから観測

が終わったらそれを取り外してきて暗室の中で分
光器のプレートホルダーから取り出して大事に箱
に入れて，現像室に持っていってそれを現像して
定着して乾かす，というのも観測者がやりますね．
高橋： 結構いろいろやらなきゃいけないんです
ね．
小平： まあ夜の間にいろいろやらないといけな
い．だから2人で行くと，1人がガイドをする．そ
の頃はオートガイドなんかないわけですよ．今は
星を真ん中に入れると，それに食いつかせてず
うっと望遠鏡を動かせますけど，当時は赤道儀で
すし，かなりよく時計が合っていてもだんだんず
れていったりしますから．1人はもうずうっと張
り付いて星をそのスリットの上に乗せてないとい
けないわけですね．2人いると1人がそれをやって
る間にもう1人が前に撮った乾板を現像したりす
ることができるんですけど，まあ2人1組ってい
うのは普通はないですね．ほかの大学では結構時
間を取るのが難しいから2人くらいで来てたとこ
ろもあったと思いますけど，東京天文台からは普
通は1人です．ただ，大沢先生みたいな大先生が
行くときには助手がだれか1人，助手が実務をい
ろいろ勉強させてもらうという形でやるわけです
けどね．僕もドイツから帰って最初に岡山へ行っ
たときには，大沢先生のお供っていうかね，行っ
て夜行列車の朝ご飯をご馳走になりましたけど
（笑）．
高橋：事前に結構トレーニングとかはするんです
か？
小平：慣れてくればそれはルーティン的にやるん
ですけど，やっぱり赤経赤緯を合わせて星が入っ
てるっていっても，それが自分の星かどうかどう
やって確認すればいいかなんてことは初めはわか
んないですね．
高橋：マニュアルはあったんですか？
小平：いや，マニュアルっていうのはなくて，僕は
先輩に聞いたりして教わりました．それから岡山の
技官の人たちも知ってますからね．あんまり困って
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ると助け舟を出してくれましたね．だけどやっぱり
ね，岡山の技官の人にしてみると，東大の先生だ
とか京大の先生が来て，なんか偉い先生って感じ
でね．だからねえ，あとで技官の人たちに聞くと，
「観測者の人たちを先生と呼ばなくてはいけない」
とかいう教育を観測所の中で受けてたみたいです
ね．何とかさんとか言ったらいけない（笑）．
高橋：学生は観測に来ないんですか？
小平：学生はねえ，どうだったかしら．やっぱり
本郷の天文学教室の先生とか，京大の宇宙物理の
先生が来るときには，撮った後の測定とか計算を
やらせるための大学院の学生さんを連れてきてた
と思いますね．そうすると論文は先生との連名で
出るわけですけど．
高橋：学生がプロポーザルを出してとかいうのは
ないわけですか．
小平：それは当時はあんまりなかったですね．
高橋： 基本的にはスタッフが申請をするんです
ね．
小平： ええ，研究テーマはスタッフがだいたい
持ってるという感じでした．当時，ApJとかはま
あ月遅れで来てましたけど，そういうところに出
てる論文で議論されてるようなレベルの観測を岡
山でやろうとすると，やっぱり結構広くいろんな
ことを知っていないとダメで，これをやったら面
白いっていう全体状況が日本の研究者にはまだよ
くつかめてない状況だったんです．寿岳さんなん
かはアメリカに長くおられて，そういうことをわ
かってていろいろおっしゃっていましたけどね．
僕はドイツで観測なんかやってこなかったわけで
すから，割合自由度のあるポストにいて岡山の時
間もかなり自由に使えたんですけれど，何をやる
かっていうことになると，まあ自分ですごく関心
があるのをつまみ食いするみたいなことが多かっ
たですよ．

●岡山での研究

高橋：小平さんは岡山でどういうものを観測して

いたんですか？
小平：僕がドイツへ行く前には太陽しか観測でき
なくて，太陽黒点の観測を修士のときにやってた
んですね．それで大沢先生の特異星っていう，
1年周期でユーロピウムとかシリコンがものすご
く強くなったりする早期型特異星の一群があって
ですね，日本に帰って来てそれの磁場の測定装置
の開発にもちょっと手を出したんです．それはも
ともとは海野先生が偏光観測をすれば黒点の磁場
が測れるっていう理論的な研究をしていて，実際
に観測装置として方解石を使った装置を作ったん
ですけど，そういうもので星の磁場も測れそう
だっていうんで．だからその希土類元素がものす
ごくたくさんスポッティにあるような特異星と，
それからすごい磁場が強いマグネティックス
ターって呼ばれてるものと両方に興味がいって，
まあ観測できそうで面白いものがあれば手当たり
次第やっちゃえっていう感じでした．ただそれは
観測して観測事実までは押さえられるけど，どう
してユーロピウムのスポットが星の上にあるのか
とか，どうして磁場がそうなってるのかっていう
物理的な議論まではなかなかいけなかったですね．
高橋： 小平さんの1969年のApJの論文で“Osa-
wa’s peculiar star HD 221568”[1]っいうタイト
ルのものがありますけど，それがその特異星です
よね．そんな言い方をするんですか？　オオサワ
スターみたいな．
小平：そう，それはだから…，大沢先生が自分で
呼ぼうっていう…．
高橋：自分で言うんですか（笑）．
小平：要するにお弟子さんっていうか助手の人た
ちがね，いろいろ論文書いたりするわけですけ
ど，そのときにオオサワスターって書くんです．
まあ世界的には使われてませんけど，東京では学
会なんかで発表があったりして大沢先生が面白い
星を見つけたっていうんで，そう呼ばれていたと
思います．
高橋：そういう変な星はどうやって見つけるんで
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すか？
小平：大沢先生がオオサワスターを見つけたとき
には，恒星分類部っていう名前が示すようにまず
はいろんな星を観測してそれを分類するっていう
ことをしていたわけです．まずは星の色，それか
らまあ低分散の分光器でも見えるような強い炭素
の線とかね，そういうのに着目してスペクトル分
類をやるわけですよね．藤田良雄先生のグループ
が晩期星，低温度星の分類を先行してされていた
ので，大沢先生のグループは温度が高い早期型っ
て言われてるような星の分類をやってたんです．
その手始めにまずは測光ですよね．スペクトルま
でいかないで，まあ3色とか4色とかのフィル
ターを入れて測光して分類するみたいな．その中
で何度か観測してると明るさが変わる星があっ
て，それが変光星ですね．変光は星の脈動で起こ
るような周期的なものと，食で変わるものと，そ
れから早期型特異星みたいに表面にパッチがあっ
て自転に伴って変光するものとあるわけですが，
測光を詳しくやってるとそういう表面にパッチが
あるために変光するような早期型特異星が見つ
かってくるわけです．
高橋：測光観測で見つけるわけですね．
小平：だから大沢先生もオオサワスターを見つけ
るまでにものすごく測光観測をやられたはずなん
ですね．その中でいくつかおかしいのが見つかっ
てくるんだけど，多くはもうすでに報告されてる
わけです．その中でオオサワスターは1年周期
だったということもあって，それまで見つかって
なかったんです．しかも表面に希土類元素のパッ
チがあって，それがこっちを向いてるときには太
陽の数千倍の強いユーロピウムが見えたりしたん
で，特異星の中でもかなり特異な星なんですね．
高橋：特異星の中でも特異．
小平：そうですね．だから初めは測光をやってお
かしいってことが見つかって，それからは分光乾
板を撮りためるんですけど，1年周期なものです
から，星の季節がありますよね．星がちょうど夜

中に南中する頃にはたくさん撮れるけれども，そ
れと反対の時にはもう明け方とか夕方とかに撮ら
ないといけないから，そのへんの乾板を稼ぐのに
は何名か関わってたんだと思いますよ．僕が日本
に帰ってきたときには分光乾板がたくさん撮られ
ていて，それを眺めてああこういう線が強いねっ
てことはやっていました．
高橋：では岡山の面倒を見るほかに，自分の研究
もできたわけですか？
小平：そうですねえ，その岡山で撮りためてた大
沢先生の乾板を学位論文として料理するという立
場にあったので一般の雑務的業務からは免除され
てました．ただ，ドイツでPopulation IIの古い
星をやって，日本に戻ってきて大沢先生の早期型
特異星を研究して，その2本はまあある種の経験
としてソリッドなものはありましたけど，それ以
外はまああれこれ興味の向くままで雑多でした
ね．X線の人から「X線源が見つかったんだけど
光で見てくれないか」って頼まれて観測したりで
すね，それからなんかニュースで新しい面白い現
象が見つかったっていうと，ほかの星でもそうい
うことが起こってないかと思ってあてずっぽうに
観測してみたりね．
高橋：岡山の188 cm望遠鏡は当時世界で6位だっ
たという話でしたけど，研究としてもやっぱり第
一線のことができたんですか？
小平：そうですね，岡山で観測してApJあるいは
PASJに投稿できるっていうある程度のレベルを
クリアしていました．
高橋：日本全体としてもだいぶレベルが上がった
んですか？
小平：それはそうです．ともかく太陽じゃなくて
星の観測ができるようになったってのは大きかっ
たと思いますね．僕が学生のときに藤田先生が低
温度星の分類に使ってたスペクトルを見せてもら
いましたけど，こんなに小っちゃくて（親指と人
差し指で1センチくらいの幅を作って），スペク
トルがオタマジャクシのしっぽみたいに写ってる
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のを，どの辺に強い線があるかとかいうので分類
をして，測定というよりは見て分類ですよね．そ
ういうレベルだったんで，本当にスペクトル線の
強度を測ったり，線の幅を測ったりっていうのは
岡山ができてからですね．その下地はもちろん太
陽物理でね，太陽の分光で知られてたわけですけ
どね．だからキールのウンゼルト先生も，最初は
彼の理論を太陽に適用したんですね．
高橋：古在（由秀）さんや海部（宣男）さんは昔
は天文台は研究するようなところではなかったと
よくおっしゃっていましたが，小平さんは割と自
由に研究されてたんですね？
小平：はい，古在さんからはよく「俺が若い頃は
研究は家に帰ってからやれと言われた．お前らは
いいね」って言われました（笑）．僕は後に本郷
の天文学教室に移りまして，本郷の教室は学生を
教えるのがデューティですけれども，それと比べ
て天文台のデューティは何かっていうと，個人の
好奇心に基づく研究とは言い切れないところが
やっぱり随分残ってましたね．その後国立天文台
になってだいぶ変わりましたけれども，結局は今
プロジェクト部門が大きくなってしまったから，
プロジェクト部門に配属されている人たちは，そ
のプロジェクトを推進して維持するっていうのが
まあデューティになっちゃってるわけですよね．
自分の好きな研究はもちろんついでにしてもいい
けれども．むしろ今は研究っていうのは天文台以
外の大学関係の方々がやると，そういう感じには
なってきてて，それはまあ悪くはないと思います
けどね．
高橋：では小平さんが助手の頃は，まあ研究はで
きたけどもやっぱりちょっと後ろめたい感じが
あったんですか？
小平：ちょっとありました，それはね．まあドイ
ツ帰りで多少優遇されてるという感じは僕自身
持ってましたけれど，若いからあんまりそんなも
のを気遣うよりはやりたいことをやろうっていう
調子でやってました．それとまあ僕の場合，家内

がドイツ人だったもんでね，日本の生活がものす
ごく苦しかったので，僕が岡山に観測に行ってる
ときに台風なんかが関東地方に来たりすると，天
文台にいる同僚の方が気を使って，大丈夫か大丈
夫かって言ってくれましたしね．だからそういう
意味でドイツ帰りっていうだけじゃなくて，国際
結婚してて赤ん坊もいるし，大変だろうというこ
とを周りの人がいろいろ気を配ってくださった，
ええ．当時はまあ外国人がそもそも日本にあんま
りいませんでしたから，そういう意味でみなさん
気を遣って大切にしてくださったおかげだという
ふうには思いますよ．

（第5回に続く）
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